
指定管理者評価シート
Ｒ５（会津若松市文化施設）　

Ⅰ　適切な管理運営の確保

１　施設の設置目的、基本方針等

　施設の設置目的及び管理の基本方針の達成に向けた取組がなされているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

令和５年度は、これまで同様、公の施設の指定管理者と

しての受託責任を果たすため、芸術文化の振興と地域住

民の文化活動の活性化に欠かせない施設との認識のもと

に、「施設利用に関する平等・公平な取扱い」「文化水

準の向上と個性ある地域文化の創造の助長」「すべての

市民に対する芸術文化活動参加の機会提供」という基本

方針の明文化や周知を図りながら、會津風雅堂、会津若

松市文化センター（以下、文化センター）、会津能楽堂

の適正かつ効率的な管理運営を心掛けました。その実践

においては、業務を通して得た知見、培った技術・技

能、関係各所とのネットワーク等を駆使して、利用者や

来場者などのニーズに対応して市民の信頼確保に努めて

きました。

市文化施設は３施設共、利用自体がコロナ前と比較する

とまだまだ戻ってはいない状況ではありますが、新型コ

ロナウイルスが５類感染症に移行したこともあり、令和

４年度と比し、各施設の利用状況が増加したことは、市

民の文化活動の本格的な再開の一助となったと考えま

す。

・施設の設置目的の理
　解度
・施設の設置目的の達
　成度
・基本方針の明文化
・基本方針の周知状況
・平等利用の確保

最終評価 所見

Ａ

・施設の設置目的及び管理の基本方針に基づき、施設の

管理・運営を行うとともに、利用促進を図るため、多様

な市民ニーズに対応し、利用者の信頼確保に努めてい

る。

・平等な利用の確保に努めている。

２　適切な管理の履行

　開館時間、個人情報の管理、定期報告等は、仕様どおり遵守されているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

　開館時間、開館日等は、条例、協定書等に従い、適切

な管理を行いました。また、利用時間の繰上げ、延長等

は利用者からの要望に対してはその必要性が認められる

ものについて、周辺住民に配慮し、また、その理解を得

・供用時間、開館日の
　遵守
・供用時間等を変更し
　た際の利用者への周
　知、市への承認
・個人情報の適切な管
　理
・適切な定期報告
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指定管理者評価シート
Ｒ５（会津若松市文化施設）　

ながら、柔軟に対応しました。

　利用者の休館日開館の要望を受け入れる際は、協定書

の規定に基づき市の承認を得るとともに、情報紙、ホー

ムページ等を通して市民への周知を徹底しました。

　個人情報の保護に関しては、市の個人情報保護制度に

準じて制定した要綱を遵守し、当財団が収集する個人情

報は常に必要最小限にとどめ、お客様から提供いただい

た個人情報は、法令の定めのある場合を除いて、お客様

の事前の同意を得ることなく予め明示した利用目的以外

には使用せず、管理する必要がなくなった時点で速やか

に廃棄する等、適正な運用に努めました。また、マイナ

ンバー制度への対応に関しても特定個人情報取扱規程を

整えて、適正な取扱いを確保し、安全な管理を行いまし

た。

　定期報告については、協定書に従い、適正に行いまし

た。

最終評価 所見

Ａ

・施設の開館時間、開館日の変更については、利用者の

視点に立ち柔軟な対応を心がけるとともに、変更時には

広く周知を行っている。

・個人情報については、独自に制定した要綱等に基づ

き、適切に管理されているとともに、マイナンバーにつ

いても、規程等に基づき、適切に管理されている。

・協定書に則り、適正に各種報告を行っている。

３　職員の状況

　職員の勤務形態、人員体制は適切か、また、職員による利用者への接遇は良好か。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

当年度も適正な人員体制のもと、職員の担当と役割分担

を明確にしつつ職員全員での連携に努め、柔軟な対応を

もって効率良く業務に取り組みました。

また、勤務のローテーションの調整、フレックスタイム

制の活用や夜間部屋貸し業務の代行員委託等、効率的・

弾力的な勤務形態によって超過勤務コストの抑制を図る

など、適正な管理運営に努めました。　

職員の接遇については、丁寧な話し方、名札の着用、清

潔な服装等を励行し、職員一人ひとりが当財団の顔とし

て最善の対応ができるよう心掛けました。また、職員を

・計画に沿った人員配
　置、役割分担
・超過勤務の有無
・職員の接遇、服装
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３班に編成して各々が定期的に勉強会を開催するなどし

て接遇の向上を図りました。

　

最終評価 所見

Ａ

・適正な人員体制のもと、職員の担当と役割分担を明確

にしながら、職員全員で連携し業務に取り組んでいる。

・午前９時から午後 10時までの開館時間であることか

ら、勤務のローテーション調整を行うとともに、フレッ

クスタイム制や夜間の代行員委託等を採用し、柔軟な勤

務体制とコスト管理に対応している。

・接遇については、職員研修会等を通して、接遇スキル

の向上に取り組んでいる。

Ⅱ　利用者サービスの維持向上

１　利用状況

　利用の実績、施設の稼働率に向上が見られるか。あるいは減少した場合は合理的な理由が

あるか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

①　會津風雅堂 利用者数　　　

（単位：人） ホール その他 合計

令和５年度 75,834 4,763 80,597 

令和４年度 69,325 4,745 74,070 

前年比 +6,509 +18 +6,527 

　會津風雅堂 稼働率

　　７３．４６ ％（令和４年度 69.16％）

利用者数、稼働率共に令和４年度と比して増加しまし

た。これは、新型コロナウイルス感染症感染が５類感染

症となり、社会的に大人数で集まることへの抵抗が緩和

されたことによると考えます。　

②　会津若松市文化センター 利用者数

（単位：人） ホール その他 合計

令和５年度 26,537 25,662 52,199 

令和４年度 21,628 21,242 42,870 

前年比 +4,909 +4,420 +9,329 

　　会津若松市文化センター 稼働率

　　　９４．８２ ％（令和４年度 95.13％）

・利用者数
・稼働率
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　利用者数は、令和４年度に比して大幅に増加しまし

た。これは、新型コロナウイルス感染症が５類感染症と

なり、社会的に大人数で集まることへの抵抗が緩和され

たことによると考えます。稼動率は前年度同程度でし

た。

③　会津能楽堂 利用者数　　

（単位：人） 全館 研修室 合計

令和５年度 1,580 249 1,829 

令和４年度 1,325 361 1,686 

前年比 +255 △112 +143 

　　会津能楽堂 稼働率　

　　　２４．２７ ％（令和４年度 27.60％）

　利用者数、稼働率共に令和４年度と同程度でした。

最終評価 所見

Ａ

・３施設ともに、新型コロナウイルス感染症の５類感染

症への移行に伴い、文化活動が再開され始めたことによ

り、稼働率については、感染拡大以前（令和元年度）の

水準まで回復してきている。しかし、利用者数について

は、令和４年度との比較では増加しているが、感染拡大

以前（令和元年度）の水準までは回復していない。

２　サービス内容の向上

　利用者サービスの向上のための取組を行っているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

受付窓口業務では、お客様へのわかりやすい説明と快い

対応を心掛けました。利用者からの相談や問合せには、利

用者がスムーズに施設を利用できるように資料等を用いて

対応しました。電話対応も、相手に誤解を与えない（憶測

で話さない）、不愉快な思いをさせない（主に言葉使い）

ことを全職員が特に意識し、実践しました。

利便性の向上については、来館して各種の情報や資料を

入手できることはもとより、ホームページ等を利用し、利

用者や市民が、適宜、利用申請書や舞台関係図面などをダ

ウンロードすることや自主企画事業のチケットを入手する

サービスを継続しました。舞台関係では、利用者やその舞

台関係者の意見に耳を傾け、安全性を第一としながら、利

・受付窓口（掲示板
　等）
　の状況
・利便性向上の取組
・見学への対応
・電話応対
・提案内容の履行の状
　況
・利用者サービス向上
　のための柔軟な供用
　の実施
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便性を高めるための改良改善に努めました。また、舞台の

使用状況によっては、利用者がスムーズに利用を開始でき

るように、平等な利用を損なわない範囲で、その利用に適

う基本的な準備を事前に行うよう心掛けました。

施設の見学や下見への対応は、その日の施設利用者の妨

げにならないよう特段の注意を払いながら、市文化施設や

事業の周知の機会と捉えて積極的に受け入れました。

施設の利用停止を要する維持管理業務は、利用者への供

用可能日数が減少しないよう努めて閑散期又は利用受付開

始日以降の空き日に実施しました。

また、文化センターの駐車場の不足に関しては、市、勤

労青少年ホーム、老人福祉センターと常に情報を共有して

借用する近隣施設の駐車場や鶴ヶ城公園東口駐車場の利用

調整を当年度も継続して行い、複合施設周りの駐車車両の

混雑緩和を図りました。

最終評価 所見

Ａ

・受付窓口や電話対応、インターネットなど、利用者への

多様な利用方法を提供し、それぞれの利用方法で利用者が

スムーズに施設を利用できるよう工夫がされている。

・舞台関係では、専門的な知識を活かし、安全性と利便性

の向上に努め、利用者がスムーズに利用できるようにする

ための対応がとられていた。

・施設の見学や下見を積極的に受け入れるなど、利用者へ

のサービス向上に努めた。

・駐車場に関して、他の施設管理者等と連携し、鶴ヶ城東

口観光駐車場等の利用調整を行い、継続してサービス向上

を図っている。

３　利用者からの意見抽出、苦情等の処理

　利用者が意見を述べやすい環境を整備しているか。また、速やかに対応できる体制を整備

しているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

會津風雅堂と文化センターのロビーやエントランス、楽

屋等には、利用者意見箱を設置し、利用者の方々からの

苦情や要望等の把握に努めるとともに、これらの要望等

には適切に対応しました。また、自主企画事業の開催時

は、アンケートを実施しました。

それらのアンケートや会津若松市の公共施設利用者満足

・意見受付窓口等の設
　置
・意見、苦情等の記録
・苦情等への対応状況
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度調査の結果を管理運営にフィードバックし、業務の改

善やニーズに適った自主企画事業の計画策定等に活か

し、利用者の満足度向上に努めました。

　常に要望の多い駐車場不足の解消については、できる

限り駐車場を確保すべく、近隣の公共施設等の駐車場を

借用し、対応に努めました。

最終評価 所見

Ａ

・利用者意見箱の設置や自主企画事業開催時のアンケー

トなどにより利用者からの意見聴取を行っている。

・自主企画事業に関する意見聴取の結果を今後の事業等

に活かしている。

・施設の利用に関するアンケートの回答数が少ないた

め、より的確に市民ニーズの把握ができるよう、アン

ケートの内容や実施手法等について工夫をされたい。

４　広報、ＰＲ活動

　積極的な広報、ＰＲ活動を行っているか。また、その内容は適切か。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

　自主企画事業の紹介、各種講座や事業への参加募集、各

施設の予定や文化活動への助成の案内などを掲載した年

間予定表や情報紙「ふうが」（年４回発行）を市政だよ

りと一緒に全戸配布し、市民への周知を図りました。ま

た、會津風雅堂、文化センターの月間予定表を作成し、

両施設の催事予定、自主企画事業の詳細や見所、入場券

の取扱い状況などの情報も発信しました。この予定表

は、市内公共施設（文化施設、公民館等）に常置してい

ただいたほか、市内小中学校、報道機関、企業、実費負

担での送付希望者に送付するなど、広く情報提供を行い

ました。

　自主企画事業の公演に際し、ポスター、チラシによる

周知に加え、テレビＣＭやミニコミ誌等の情報誌、車両

積載看板、ホームページ等で適時、広報しました。

　ホームページは、わかり易く、使い易いようにと心掛

け、また、常時ＳＳＬ化も図り、會津風雅堂と文化セン

ターの催物等の情報と座席表や申請書書式、舞台機材リ

スト等の施設関連情報や公演チケット情報を適宜更新し

ました。

　公共施設予約システムも随時データを更新し、施設の

・広報誌、PR誌等の
　作成
・チラシ等の作成
・ホームページによる
　PR
・情報提供のパンフ
　レット
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利用予約状況を周知しました。

最終評価 所見

Ａ

・情報紙「ふうが」を定期的に発行し、市内全戸に配付

しており、各種事業の市民への周知が図られている。

・ホームページは、理解しやすいような工夫がされてお

り、情報は随時更新されている。

・自主企画事業の公演に際しては、ポスター、チラシを

はじめ幅広い広報を行っている。

・今後は、幅広い層を対象とするため、新たな広報媒体

の活用を検討されたい。

５　自主事業の実施状況

　計画した事業が適切に実施されているか。また、内容は効果的なものであったか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

　自主企画事業においては、芸術文化活動の場と機会の提

供にかかる事業として、事業計画に基づいて開催しまし

た。　　　

　入場者数は目標より下回ったものの、来場者からは実

施に対する理解と内容への高い評価を得ることができま

した。

　特に、新型コロナウイルス感染症拡大防止のために令

和３年度開催予定から延期を余儀なくされていた「市民

参加のてづくり舞台」を開催することができ、長期間の

稽古の成果を披露することができました。

　自主事業においては、助成を通して地域住民の文化活

動支援を行う文化振興基金助成事業を実施し、８団体に

助成金を交付しました。

・計画事業の実施の有
　無
・事業の効果
・ニーズの把握、反映
・事業の改善の取組

最終評価 所見

Ａ

・自主企画事業は、例年に比べて事業数が減ったが、計

画どおり実施することできた。

・今年度は、開催延期になっていた住民参加型事業であ

る「市民参加のてづくり舞台」を開催できたことは、評

価できる。

・文化振興基金助成事業を実施し、地域住民の文化活動

の活性化に積極的に取り組んでいる。
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Ⅲ　維持管理

１　施設、備品等の適切な維持管理

　施設、備品等が適切に管理され、良好な状態に保たれているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ｓ

市文化施設の保守点検等については、施設、備品ともに

老朽化が目立ってきましたが、施設利用者に影響がない

よう配慮しながら、施設管理に係る関係法令及び施設等

維持管理計画書に則り、適切に実施しました。

備品については、これまで照合整理してきた台帳を基

に、市と当財団の区別化を図って適切に管理しました。

修繕については、利用者の安全に関係するような緊急を

要するものについては即時対応するほか、点検結果等を

十分精査し常に優先順位を念頭に置きながら実施するこ

ととし、衛生設備や防災設備等、来場者利用者に直接関

連する不良箇所の修繕を中心に実施しました。特に令和

５年度は、會津風雅堂でウォータークーラーの修繕や機

械室のクラック修繕のような大型修繕も実施し、また、

多目的トイレの便座を全てウォシュレットに交換するな

ど、利便性の向上を図りました。

文化センターにおいては、複合施設の一施設であること

から、各施設の管理者と常に連携をとり、関係機関の指

導のもと適切な維持管理を行いました。

・施設の保守点検の実
　施の有無
・施設の損傷の有無
・備品台帳の整備状況
・備品の損傷の有無
・施設、備品の修繕の
　実施状況

最終評価 所見

Ｓ

・保守点検については、維持管理計画書に則り適正に実

施されている。

・施設、備品については、適正に維持管理しながら修

繕、購入されている。

・會津風雅堂のウォータークーラーを修繕したり、多目

的トイレの便座をウォシュレット対応便座に交換したり

するなど、利用者の利便性向上を図ったことは高く評価

できる。

２　清掃業務

　清掃が適切に行われ、利用者が快適に利用できる環境が維持されているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

　「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」を

遵守、館内外を常に巡回し、利用者、来館者共に快適に

・清掃業務の実施状況
・消耗品の補充
・除草等の状況
・庭園等の整備状況
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指定管理者評価シート
Ｒ５（会津若松市文化施設）　

Ａ

利用できるよう館内においては毎日の清掃に加え、ワッ

クス塗布等の定期清掃を実施しました。

　トイレの環境には特に注意を払い、公演の休憩時間に

トイレットペーパーやハンドソープ、便座クリーナー等

の確認や補充を行い、除菌消臭剤、消毒液も併用し利用

者の快適性に加えて安全性の維持に心掛けました。

　敷地内の除草や害虫防除、樹木の剪定等は年間を見通

して計画的に実施するほか、職員が適時に対応するなど

して、敷地内の景観保全に努めました。

最終評価 所見

Ａ

・清掃業務については、仕様書等に則り適切に実施され

ている。

・消耗品の補充や敷地内の除草など、利用者の安全性や

快適性が常に意識されている。

３　施設の安全性の確保

　利用者にとって安心、安全な環境が維持されているか。また、事故、災害発生時の危機管

理体制は適切に構築されているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ｓ

警備業務、防災業務全般については、当財団の仕様書に

則り、万全の体制で実施し、利用者にとって安全・安心

な環境を確保し提供しました。

會津風雅堂の警備は仕様書に従い、多様な利用時間に対

応するための夕方からの人的警備、深夜から早朝にかけ

ての機械警備、早朝の入退館管理を実施し、各業務の受

託者と連携しながら弾力的に体制を取りました。文化セ

ンターは、機械警備を基本として、複合施設の複雑な状

況下で安全を担保するために深夜と早朝に人的警備も併

用して、確実な警備体制を敷きました。

さらに、危機管理マニュアルや消防計画に基づき常時、

館内外の巡回を実施し、安全状態を常に確認し、年２回

の消防訓練（文化センターにおいては３施設の職員合同

による訓練を実施）のほかに、施設内の消火器や屋内消

火栓の位置確認を実施しました。

利用者（主催者）に対しては利用許可時に避難経路や防

災設備等を記載した書類を配付し、必要事項の観客への

アナウンスや関係者等への周知などの履行もお願いしま

した。

・警備体制の整備
・巡回等の実施状況
・鍵の保管状況
・施錠の体制
・非常時対応マニュア
　ルの整備
・非常時連絡体制の整
　備、周知
・利用者への注意喚起
・研修、訓練の実施状
　況
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指定管理者評価シート
Ｒ５（会津若松市文化施設）　

また、概ね震度２以上の地震発生の際は、適宜、館内外

を巡回し、機器や建物の被害状況を点検しました。

新型コロナウイルスの５類移行後も消毒液の配備やドア

等の拭き取り、換気などを継続し、より安全な公演運営

に意を用いました。特に會津風雅堂のホールの消毒は、

座席数が多く、利用者による利用時間内での消毒作業が

非常に困難であることから、業者に業務委託して利用者

の負担軽減を図りました。

なお、文化センターでは新型コロナウイルス感染症対策

のため４月１日から５月末まで、ベッドを常備するなど

応急処置・休養スペースとして美術実習室１を活用しま

した。

最終評価 所見

Ａ

・警備業務は、仕様書等に基づき、施設の利用状況に応

じて工夫しながら対応している。

・利用者（主催者）に対しても、来場者の安全確保につ

いて指導・助言を行うなど、緊急時の避難体制を整えて

いる。

Ⅳ　収支の状況

１　財務状況

　管理運営にあたり、適切な経理を行っているか。また、財務状況に問題はないか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

　事業ごとに経理担当者を配置し、公益法人会計基準、

当財団財務会計規程及び財務会計基準に則って、適正な

予算執行、伝票等の経理書類の整備・保管を行いまし

た。金銭、通帳、印鑑は、事務局長又はその指示を受け

た者が出納、保管等、管理を適正に行いました。このよ

うな経理体制のもと、支出事務の正確化・適正化を図

り、適切な支出事務を執行しました。

　決算は、外部税理士の確認、当財団監事（２名中１名

は税理士）の監査、理事会及び評議員会の承認を受ける

手続きを経て、適正性を確認しました。その決算におけ

る事業規模について、提案額 227,379 千円／決算額

230,028千円であり、101%とほぼ提案額どおり、令和５年

度の予算額 238,607千円との対比では、96.4%の達成率で

した。市からの光熱水費等補助金により収入が補填でき

たことが大きいです。

・経理書類等の整備状
　況
・経理担当の設置の有
　無
・伝票の保管状況
・通帳、印鑑の保管状
　況
・不明瞭な支出の有無
・予算、決算の乖離
・外部監査の実施
・収支のバランス
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指定管理者評価シート
Ｒ５（会津若松市文化施設）　

最終評価 所見

Ａ

・事業ごとに経理担当を配置し、経理書類、伝票、通

帳、印鑑等も適切に整備・管理している。

・決算については、外部税理士の確認や財団監事の監査

など、適正に行っている。

・予算と決算の額に大きな乖離はなく、適正な収支バラ

ンスが維持されている。

・昨年度と比較し自主企画事業経費が削減されている

が、これは物価高騰に備えたことによるものである。

２　利用料金の収入実績

　収入の実績は伸びがみられるか。また、収入確保の方策は適切か。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

　全施設の利用料金の収入実績は、18,231,278円でし

た。

※指定管理者応募時提案額 18,488,000円の 98.6%

※令和４年度実績額 16,982,561円の 107.3%

①　會津風雅堂　

　※（　）内は令和４年度実績額・前年比

　　12,318,084円（11,570,958円　106.4%）

②　文化センター　

　※（　）内は令和４年度実績額・前年比

    5,673,394円（5,169,603円　109.7%）

　會津風雅堂と会津若松市文化センターは、新型コロナ

ウイルス感染症感染が５類感染症となり、利用が徐々に

戻ってきた前年度より更に利用が戻ってきたことによる

増収となりました。

③　会津能楽堂　　

　※（　）内は令和４年度実績額・前年比

　　239,800円（ 242,000円   99.1%）

　会津能楽堂の利用料金収入は前年度並みとなりまし

た。

・収入実績
・収入の伸び率
・収入確保に向けた取
　組
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指定管理者評価シート
Ｒ５（会津若松市文化施設）　

　収入確保の取り組みとして、公式ウェブサイトの運営

や情報紙「ふうが」、施設案内パンフレットの配布など

の広報宣伝活動を通して新規利用者の増加を図るととも

に、利用者へのきめ細かいサービス、さらには、各種団

体との連携を図ることによって、リピーターの維持・増

加を図りました。

最終評価 所見

Ａ

・新型コロナウイルス感染症の５類感染症への移行に伴

い、文化活動が再開され始めたことにより、令和４年度

と比較して利用料金収入は増加（会津能楽堂は横ばい）

している。

３　経費の節減

　適切な経費の節減に向けた取組が行われたか。また、効果が現れているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

　指定管理者の認識に立ち、市民サービスの向上を図り

ながら経費の節減に努めました。

　具体的には、人件費の抑制をはじめ、業務委託や物品

発注にあたっては、指名競争入札等により経費の削減を

図りました。

　また、職員一人ひとりが環境コスト低減を意識し、新

型コロナウイルス感染症感染拡大防止のための換気は実

施しながらも、冷房暖房の効率的な投入に意を用い、無

駄な照明を省くなど光熱水費、燃料費を抑制しました。

　広報紙やホームページなどの編集、デザインは職員が

工夫を凝らして行い、印刷など外注せざるを得ないもの

については複数の業者から見積りを徴するなど、委託

費、広告宣伝費、印刷製本費等の削減を図りました。

・取組の有無
・取組の効果

最終評価 所見

Ａ

・職員人件費等の内部経費の抑制や、業務委託料等の経

費削減に、職員自らも指定管理者としての意識を持ちな

がら積極的に取り組んでいる。

Ⅴ　その他

１　市、関係機関及び地域との連携等

　市、関係機関、地域との連携体制が適切に構築されているか。また、その他前記までの評

価に合致しなかった取組について評価を行う。
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指定管理者評価シート
Ｒ５（会津若松市文化施設）　

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

　文化施設の適正な管理運営を図るため、常に市と連携を

図りながら、諸案件を協議し適切な対応を行いました。

　會津風雅堂は、学校や文化団体等への支援、協力を数

多く行いました。また、市民が高い関心を持つ大型コン

サートなどに関して主催者等から協力要請が複数あり、

これを当財団だけでは実施困難な事業を市民に提供する

絶好の機会と捉えて、連携して公演を実施し、多くの市

民に鑑賞していただくことができました。

　文化センターは複合施設の一つの施設であることか

ら、さまざまな課題に対して他の施設管理者や関係機関

と連携を取りながら検討し、利用者の立場に立ったサー

ビスの向上や経費節減、適切な施設の維持管理、管理の

合理化に努めました。

　会津能楽堂は施設の維持管理やより有効な利用方法に

ついて、利用団体と協議を重ねながらサービスの向上を

図りました。

　「ふくしま文化芸術による子供の育成事業実行委員会

（文化庁、福島県）」の監事として、地域文化振興のた

めに必要な連携を図りました。さらに、「あいづまちな

かアートプロジェクト実行委員会（市教育委員会）」に

参加して、市文化施設の指定管理者及び公益法人の立場

から、文化振興の発展に協力しました。

・その他
・特記事項

最終評価 所見

Ａ

・施設管理、自主企画事業を行う上では、市や文化団体

等と連携して進めている。

・文化センターは複合施設であることから、他施設管理

者との連携を図りながら、適切に管理運営している。

・指定管理者及び公益法人の立場から、積極的に文化振

興に関わっている。

Ⅵ　総合評価

１　総合評価

　指定管理者として適切な管理運営を行っており、利用者サービスの向上や効率化が十分に

図られているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

　５期目の指定管理者としての２年目の年度にあたる令

和５年度は、公の施設の指定管理者及び公益法人として
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指定管理者評価シート
Ｒ５（会津若松市文化施設）　

Ａ
の責務を常に意識し、財団設立以来培ってきた経験を活

かしながら、市と締結している協定書、仕様書、事業計

画書に則って、進行管理を行う等、一つ一つ確実に業務

を全うし、適正な管理運営に努めました。

　施設の管理運営においては、新型コロナウイルス感染

症感染拡大防止を常に念頭に置きながら、専門的な技

術、知識を有する職員を配置し、必要かつ適正な人員を

確保し、常に利用者に応えられる体制を整え、適正な管

理運営による効率化を図りました。

　維持管理においては、適宜に施設及び舞台機構の点検

を行う等、安全確保に心掛けました。防災設備等、利用

者に直接関連する修繕に特に気を配り、利用者の安全と

利便性を確保しました。　

　文化事業については、指定管理者として提案した計画

を基本として、地域の芸術文化鑑賞団体と連携、調整を

図り、市民の要望も踏まえた自主企画事業を実施しまし

た。

　以上総括としての評価を述べましたが、令和５年度も

これまで以上に適正な管理運営に心掛け、指定管理者及

び公益法人の責務を再認識し、取り組んでまいりまし

た。

最終評価 所見

Ａ

・指定管理者として、施設の設置目的を尊重し、改善を

図りながら、適正な管理運営を行っている。また、ワー

クショップ、幅広いジャンルでの自主企画事業に加え、

公益財団法人として、地域の芸術文化の振興のため、地

域の文化団体への助成を実施している。

・施設の管理運営については、老朽化による改修や設備

の更新が必要となっており、利用者の視点からと、専門

的立場・運営者の視点から設置者へ提案・助言を行って

いる。また、修繕については、常日頃から設置者と協議

し、利便性の向上や安全面への配慮に努めながら積極的

に行っている。

・会津若松市文化センター、會津風雅堂及び会津能楽堂

の効率的かつ一体的な管理運営に努めている。
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Ｒ５（会津若松市文化施設）　

総合評価の算定方法

　①　ⅠからⅤまでの各項目の最終評価を、次の基準により点数化します。
　　Ｓランク＝４点　　Ａランク＝２点　　Ｂランク＝０点　　Ｃランク＝－２点

　例（Ｘ財団）Ｓが４項目、Ａが 10項目、Ｂが１項目、Ｃが０項目の場合、得点は 36点
　　 （Ｙ社） Ｓが１項目、Ａが７項目、Ｂが３項目、Ｃが４項目の場合、得点は 10点

　②　次に、平均点を算出します。

　例（Ｘ財団）得点36点／評価項目 15項目＝平均 2.4点
　　 （Ｙ社） 得点10点／評価項目 15項目＝平均 0.67点

　③　②の平均点に応じ、次の区分により総合評価のランク付けを行います。
　　Ｓランク　平均点≧３点（ただし、Ｃランクが１項目でもある場合はＡランクとす 
　　　　　　　　　　　　　　る。）
　　Ａランク　３点＞平均点≧1.3点
　　Ｂランク　1.3点＞平均点≧０点
　　Ｃランク　０点＞平均点

　例（Ｘ財団）総合評価　Ａランク
　　 （Ｙ社） 総合評価　Ｂランク
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